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石室遺物出土状況 (南 より)

石室出上の主な遺物



この報告書は、松山市教育委員会文化教育課と財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵

文化財センターが平成 6年度から7年度にかけて行つた「桧山峠 7号墳」の発掘調査報

告書です。古墳からの眺望はすばらしく、瀬戸内に面した道後平野の様子が手にとるよ

うにわかります。

この古墳周辺の丘陵には数多くの古墳が築かれていますが、発掘調査が行われた例は

少なく、また、本古墳のような従来よく知られていなかった 5世紀代の古墳の埋葬施設

をあきらかにできたことは大きな成果といえるでしょう。このような成果をあげること

ができましたのも、ご協力をいただきました四国電力株式会社をはじめ、調査関係各位

のご理解のたまものと感謝しております。

本書が、多方面で活用され、埋蔵文化財の保護・継承の一助となりますことを心より

願っております。

平成 9年 9月 1日

財団法人 松山市生涯学習振興財団

理 事 長 田 中 誠 一
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1.本書は、松山市教育委員会 。
(財)松山市生涯学習振興財団坦蔵文化財センターが平成 7年 2月 か

ら6月 の間に松山市平井町乙 9-2、 32-2に おいて実施した埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2.遺構の実測は、大森一成、宮脇和人が担当し、製図は大森、岡崎政信が行つた。

3.使用 した方位は磁北である。

4.遺物の実測・製図は栗田茂敏、丹生谷道代、新出寿美子が行い、表作成には加島なおみの協力を

得た。

5.遺物の縮尺は、土器を1/3に、鉄器 1/2に、また玉類を1/1に統一している。石製品について

は、その法量に応 じて 1/2、 1/1の縮尺を使い分けた。

6。 遺構の撮影は大西朋子、栗田茂敏が行い、遺物撮影は大西朋子が担当した。

7.調査に際しては、愛媛大学下條信行・村上恭通の両先生の貴重なご指導、ご教示をいただいた。

また、広島県立歴史博物館福井照道氏には鉄器のX線撮影にあたって、多大なご協力をいただいた。

記 して感謝申し上げます。

8.本書にかかわる遺物・記録類は、松山市立埋蔵文化財センターに収蔵、保管されている。

9。 本書の執筆・編集は栗田茂敏が行った。
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I 調査に至る経緯と組織

四国電力株式会社 (以下、四国電力)は松山市東南部域において特別高圧送電線「鷹子支線」新設

を計画した。この新設路線のうち、平井町・鷹子町に計画された三箇所の鉄塔用地が、それぞれ「桧

山峠古墳群」 。「大池古墳群」とされる周知の包蔵地内に所在 しており、1994(平成 6)年 1月 、当

該地の埋蔵文化財確認調査申請が松山市教育委員会 (以下、市教委)に提出された。この確認申請に

基づき、同年10月 、市教委 。(財 )松山市生涯学習振興財団 埋蔵文化財センター (以下、埋文センタ

ー)が試掘調査・踏査を行つたところ、これら三箇所のうち平井町の丘陵上の用地内に「桧山峠 7号

墳」として既に認知されている古墳の存在することがわかった。当該地はその一部が果樹園として利

用されていたため、段カット状の整地により墳丘は半裁され、主体部である石室石材の一部が法面に

露出している状況であつた。

この調査結果に基づ く市教委・埋文センターと四国電力の三者による協議の結果、この古墳につい

ては記録保存で対応することとなり、翌1995(平成 7)年 2月 より6月 までの間、四国電力の協力の

もと以下の組織で調査が実施された。

調査主体

調査担当

松山市教育委員会 教 育 長

生涯教育部 部  長

次  長

次  長

文化教育課 課  長

(財)松山市生涯学習振興財団

理 事 長

事務局長

埋蔵文化財センター

所  長

主  幹

次  長

調査係長

調査主任

調 査 員

調査員補

池田 尚郷

渡辺 和彦

杉本  博

三好 俊彦

松平 泰定

田中 誠一

一色 正士

河口 雄三

山内  仁

田所 廷行

田城 武志

栗田 正芳(文化教育課職員)

栗田 茂敏

大森 一成

(平成 7年 4月 1日 現在 )

調 査 地  松山市平井町乙 9-2、 32-2

調査面積  282.33♂

調査期間  1995(平成 7)年 2月 22日 ～ 6月 9日
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環Ⅱ

地理的環境

道後平野は、その北東部を高縄半島の大部分を占める高縄山系の南西面に、また、東から南東部を

四国山脈北東麓に限られ、西方の海岸線に向かって扇状に開けた沖積平野である。古墳の立地する丘

陵は、このうちの高縄山系の南西面支脈のひとつにあたり、標高166.5mを 測る。丘陵からの眺望は、

特に南から西方向に優れ、松山平野 3大河川のうち重信川、小野川流域の平野から平野西南部の伊予

灘に開けた海岸線を一望のもとにすることができる。

2.歴 史 的環 境

調査地周辺の丘陵は、平野でも最も古墳の密集する地域で、当古墳の属する桧山峠古墳群をはじめ

として、芝ケ峠古墳群、かいなご古墳群、久米大池古墳群など、その総数は数百基にのぼるものと考

えられている。当古墳直近にも南東に接するように8号墳、北西200mに 9号墳とされる円墳があり、

桧山峠と名のつく古墳が12基 まで確認されているが、実数はこの数字をかなり凌ぐものと思われ、本

調査中の踏査によっても1基の円墳が、調査地と9号墳の間の丘陵稜線上であらたに確認されている。

この古墳群中でも最北端に位置する 1・ 2号墳はいずれも直径13m程度の円墳で、小型の横穴式石室

が半壊状態で開口している。また、調査地南東170mの 5号墳でも破壊された石室石材の一部が露出

してお り、小規模な横穴式石室を主体部とする小円墳で、おおよそこの古墳群は直径10～ 15mの 円墳

で構成される後期を主体とした古墳群であると考えられる。なお、 9号墳では五鈴鏡の出土が伝えら

れているが、詳細は不明である。

ここで周辺の古墳を概観すると、未調査ではあるが、近隣の古墳である程度内容がわかっているも

のには、平井町にあって 5世紀末の帆立貝形首長墳 といわれている観音山古墳や、平野でも最大規模

の円墳 とされる鷹子町素鵞神社古墳などがある。両者ともに形象埴輪を伴い、前者には五鈴鏡、後者

には単鳳文環頭太刀の出土が伝えられている。

以上の首長クラスの未調査古墳のほかに、調査が行われた古墳 としては、かいなご古墳群中のかい

なご 1・ 2号墳がある。このうち、 1号墳は 7世紀前半～中頃の複室構造をなす横穴式石室を主体部

とする方墳 として知られ、また 2号墳は6世紀中頃の導入期に近い時期の横穴式石室を主体部とする

ことで注目される古墳である。そのほか、西方 2 kmの鷹子町の丘陵上で五郎兵衛谷古墳として 6基の

古墳が調査されている。いずれも石室自体は壊滅的に破壊されていたが、 1号墳では三累環頭太刀の

出土が、 6号墳では非陶邑系須恵器の出土が報じられている。報告では6世紀末から7世紀初頭とさ

れているが、年代的にはやや遡るのものと考えられる。また、東方1.5kmで は、やはり送電線鉄塔関

連の調査として平井谷 1号墳の調査が行われている。 7世紀初頭～中頃の横穴式石室で、数次にわた

る埋葬行為に伴う主軸直交の屍床区画の良好な例である。そのほか、芝ケ峠古墳群中の 1号墳は久米

80号墳 とも呼ばれ、一墳丘に2基の石室が並列 して開口しており、 6世紀後半代のものと考えられて

いる。

-2-
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Ⅷ

図2 桧山峠古墳群内の古墳分布  (S=115,000)
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以上の古墳群が見おろす平野の比較的近い位置には、古代豪族久米氏の本拠地である久米・来住の

追跡群が展開している。弥生時代前～中期の集落のほか、 6～ 8世紀の遺構群、とりわけ評 。郡制に

かかわる官衛関連遺構や古代寺院址の存在で注目されている遺跡群である。また、当古墳は石手川の

支流、小野川水系に属する地域に存在するが、この小野川上流の丘陵麓には須恵器窯が多く分布 して

おり、松山平野東部古窯址群と呼称されている。調査されたものには 7世紀中葉の駄場姥ケ懐 1号窯

址がある。このほか、姥ケ懐・悪社谷・枝柔下・茨谷などの窯址群で 6世紀後半から8世紀代の窯の

分布力玖日られている。

写真 1 1号墳丘 写真 2 1号墳横穴式石室

写真 3 2号墳横穴式石室 写真 4 4号墳丘

写真 5 5号墳石材露出状況 写真 6 6号墳丘
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Ⅲ 遺構と遺物

1.墳 丘

a.墳丘の現況 (図 3・ 4)

前章で述べたように、墳丘は主体部ともども果樹園造成によつて半我されており、そのカットは地

山面にまで及んでいる。また、主体部直上には破壊による撹乱坑が窪みとなって痕跡を残 しており、

石室石材の一部が浮いた状態で散乱していた。なお、この撹乱坑内から土師器小重が 1点出土した。

b.撹乱坑出土遺物 (図 5)

土師器

壷 (1)器 高9.Ocm、 日縁部径8,Ocln、 胴部最大径9.2cmを 測る小型のこで、偏球形の胴部に短い口

縁部を持つ。底部は扁平気味の九底、胴部外面には粗い斜め方向の刷毛目が観察できる。

須恵器

蓋邪 (2)復 元口径9.8cm、 器高4.9cmを 測る身である。受け部は水平に伸び、立ち上が りは若千

内傾するが、ほぼ直立に近 く立ち上がっている。口端面は内側に傾いた面をなし、段状の窪みが巡っ

ている。底部のヘラ削 りは2/3を越える範囲に逆時計方向に施されている。

図 3 調査前墳丘測量図

(S=1 :300)
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境乱上のプラン

0            1m

(S=1:30)

図4 主体部墳丘の撹乱状況

|

(S=1:3)

図 5 撹乱坑出土遺物

c.墳 形 (図 7)

遺存の良好な墳丘北東半の墳形や、盛土端の位置、さらに主体部が墳丘の中心に近い位置に存在す

るとすれば、墳形は直径16～ 17mの 円丘に近い形に復元できる。しかし、盛土端のレベル163.6～

164.Om付近のコンターを拾っていくと、図に示されるように円形には収東せず、墳丘の北部で外開

きに流れていることがわかる。造成による段カットのある南半はもとより、墳丘の北部から西部にか

けては既に地山が露出しており、円形に収東するためには、この周辺の地山を最大で1.2m程度はカ

ットして整形する必要がある。したがって、墳形は後に述べる墳丘遺物の出土状況も加味して考える

と概ね東西方向を軸とした前方後円形になる可能性が高い。この場合、円丘北西部にみられる164.4

mの地山ラインのコンターの屈曲を積極的に評価すると、前方後円形、あるいは帆立貝形の墳形を推

定することができるが、調査区の限界や推定前方部の削平のため、前方部端や隅角部などの詳細を把

握することはできなかった。
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図 7 表土撤去後の墳丘
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1670m
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1

2

3

4

5

表土・境舌L土

乳白色合礫粘質土と粗砂の互層

墓羨埋土と墜体

橙・茶褐色系砂質土+黒色粘上

橙・茶褐色系砂質土

図 8 墳丘カッ ト部の上層 (図 6-A～ A′ )

0                                                    4m

(S=1:40)
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2

3

4

5

表土・撹乱上

乳白色含礫粘質土と粗砂の互層
同上 (墓羨退土)

橙・茶褐色系砂質上十黒色粘土

橙・茶褐色系砂質土

図 9 墳丘断ち割 り図 (図 6-B～ B′ 、C～ C′ )

0                                                    4m

(S=1:40)
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d.構築方法 (図 8,9)

後円部と推定される墳丘は、その上部を失つているが、残存する範囲の盛土の状況から観察すると

5な いし6段階の工程が復元できる。

まず、最初に地山を概ね平坦に整形する。主体部たる竪穴式石室は、その床面まですべて盛土中に
‐

構築されるが、この地山整形の段階で既にその位置 。規模・方向は決定されているものと考えられ、

石室相当位置に船底形の溝状と目される窪みが掘削される。この窪みについては、部分的な断面観察

にとどまり、未掘のため詳細な形状・性格等不明な部分が多いが、この段階で祭祀的な行為が行われ

た可能性がある。次に、橙褐色系の土を用いて約30cm程度平坦な基盤面を造るが、この際に溝状の窪

みも埋められる。この橙褐色土はしまりが悪 く吸湿性の高い軟質土である。

第 3段階は主に墳丘中心部周縁を造成するが、用いられる土は前段階の土にさらに茶褐色系・黒色

系のものが加わる。茶褐色系の上の土質は橙褐色土と同様のものであるが、黒色土は非常に硬 く締ま

った粘質土である。造成は内から外ヘブロック状の塊を貼 り付けるような工法で行われる。この際、

特に石室短軸ラインの断面に顕著に観察されるが、墳丘中心部付近を台状に盛 り上げようとする意図

がみられる。

最終段階になると用いられる土は乳白色の含礫粘質土となり、細かい工程はあるものの一連の工程

で仕上げられる。積みは水平基調となり、外側から内側に傾斜 した福鉢状の内側を比較的細かい単位

で水平に積んでいるのが観察できる。なお、それぞれの乳白色上の単位の間には、 l cm程 度の極めて

薄い厚さで粗砂が挟まれている。

主体部は墳丘築成完了後にあらためて掘削された墓壊内に構築され、最終段階の乳白色系の盛土内

におさまっている。

e.遺物の出土状況 (図 7)

墳丘の遺物は、主体部上面撹乱坑内で出土した 2点 を除けば、その多 くが主体部北西側 。南西側の

墳裾の大きく二箇所にまとまって検出された。図 7に A地点・B地点と網点で示された部分である。

いずれも掘 り方を伴わず、露出した地山直上あるいは盛土上面での出土で、須恵器高郭を主体 とし、

すべて破砕された状況での出土で、両地点相互の接合例も1点ある。東西方向主軸の前方後円形を推

定 した要因のひとつには、これら二箇所の遺物出土位置にあり、くびれ部祭祀にかかわるものと判断

した。

f.出土遺物 (図 10)

須恵器

高郭 (3～ 7、 12・ 13、 15～21)破 片のため、杯、高杯の判別がつきかねるものがあり、ここで

は確実に高杯と認定できるものを扱う。 3～ 7は蓋である。口径は概ね12～ 13cm前後で、器高 5 cm程

度のものである。天丼部と口縁部の境に比較的鋭い稜を持つ。天丼部の2/3程度を回転ヘラ削 りされ

る。口端部には、斜めに処理され段のような窪みが巡るものと、 5の ように比較的かつちりした面を

なすものとがある。

その他はイ部、あるいは脚部の片で、復元完形の12は、器高8.Ocm、 日径10.8cm、 脚裾径8.6cmを 測

る。短い脚部は 3方向に透孔を持つ。直立気味に立ち上がった口縁部は窪みを持って内傾 した端面処

理を施されている。脚端部はこの個体のように比較的鋭角的なものと、20・ 21の ように丸みを持った
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ものとがある。

邪 (8～ 11、 14) 蓋、身ともに先述の高杯と同様の特徴を持つたものが多いが、身14の 口縁部は

若干内傾度が強く、端部の処理も甘い。なお、この 1点がA・ B両地点の破片の接合例である。

短頸壷 (22) 胴部の片、最大径12.6cmを 測る。胴郡最大径 と口径にさほど大きな差がないのが特
‐

徴である。

広口壷 (23・ 24)23は 頸部の小片で、 1条の凹線とその上位に櫛描波状文が確認できる。24は小

型壼の口縁部片で、他の須恵器と異なり、この 1点のみがN2E2区 という墳丘東裾部の出土である。

復元口径11.5cmを 測る。尖 り気味に九 く仕上げられた口端部直下の外面に断面三角形の鋭角的な突帯

が 1条巡る。

2.主 体 部

a.構 造 (図 11)

主体部は、長軸をほぼ東西にとる竪穴式石室で、砂岩の塊石小口積みによる構築である。整地によ

って、墳丘とともに斜めに横断するように半我されている。また、調査前の段階で墳丘に径0.5m程

度の撹乱坑があり、石材の一部が露出していたが、この部分が東小口壁にあたり、壁体石材が部分的

に抜かれていることがわかった。石室は現況で東小日床面幅0.7m、 北側壁長2.lm、 南側壁長1.Omを

測る。高さは、遺存の良好な北壁で0,8m程度であるが、石室規模からみてこれ以上さほど高 くはな

らないと考えられる。石材の積みは粗雑で、控え積みもほとんどなく、裏込め上によって強度を保っ

ている。小日および北側壁の最下段には若千大きめの石を用いるが、南側壁には使われていない。現

存する範囲では壁体に持ち送 りはみられない。また、コーナー部分が隅丸形に弧を描 くように突き合

わされるが、しっかりと噛み合わされるような構造ではない。先述のように、墓壊は墳丘完成後に、

石室よりもふたまわり程度大きく楕円形状のプランで掘 り込まれている。壌底の四周を溝状に掘 り窪

めて基底石を埋め込み、床面部分をやや高めに掘 り残す。壁体裏込めは墳丘と同質の合礫乳白色粘質

土である。床は乳白色粘質土のフラットな面で、特別の施設を持たない。

b.遺物の配置 (図 12)

遺物の多 くは石室東小口直近の床面上で検出された。出土 したものには鉄鏃、馬具 (轡 )、 刀子、

砥石がある。また、この部分には赤色顔料が分布 している。鉄鏃は北東コーナー部で、刃部を小口側

に向けた状態で長軸に平行に10数本の東になって置かれている。鉄鏃の南、石室中軸ラインよりやや

北には轡の一部が、さらにその南では刀子が検出されている。砥石は東小日壁に接 して置かれている。

一方、北側壁直近の、東小口壁から1.5～ 1,7mの周辺で、ガラス小玉29点が出土 したが、この周辺は

竹根による撹乱で床面がかなり傷んでおり、出土レベルは不安定である。

c.出土遺物

鉄製品 (図 13・ 14)

鉄鏃 (25～43) 図化に耐え得るもののうち、鏃身の形態がわかるもののすべてが片逆刺三角形鏃

で、25～28の ような鏃身が大型のものと、その他の比較的小型のものの 2種に分類できる。前者は鏃

身部長が2.5cmか ら2.7cm、 逆刺長2.5cmか ら2.8cmの 間に、後者では鏃身部長1,7cmか ら2 cm、 逆刺部長
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図11 主体部平面・展開図

が 2 cmか ら2.2cmの 間におさまる。また、鏃身部の幅は前者で1.5cal、 後者で l cm程度の値を示すもの

が多い。完形の25や 30で全長、重量 (保存処理後の値)を 比較すると前者で17cm・ 13.3g、 後者で15

cm・ 9.5gと なる。いずれの鏃身部 も片面だけに鏑を持ち、横断面は扁平な二等辺三角形状をなす。

箆被部と茎部の間に関を持たず、横断面形はどちらの部位も方形である。30・ 32や 40・ 41で観察され

るように、矢柄に装着される前に茎部には繊維状のものを巻き付けられている。

轡 (44) 衡と引手の部分が銹着 した状態で出土した。鏡板は装着されず、引手は遊環を介して街

に連結されている。

刀子 (45)全長13.9cm、 刃部長8.2cmを 測る両関の刀子で、背部に反 りを持つのが形態的な特徴で

ある。また、柄の部材そのものは遺存 していないが、柄の装着にも特徴がある。関部と茎端部で≧に

接するように両頭の小金具が 4点出土 している。茎端部の背側の金具は半折 して遊離 している。縦断
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図12 主体部遺物出土状況

で半裁された柄部材で茎を挟み、柄の 4箇所の小孔に金具を通し、カシメるように柄を装着 していた

ものと考えられる。

石製品 (図 16)

砥石 (46) 石英粗面岩 と思われる石材を利用 したもので、長さ15.5cmを 測る。本来、横断面

2.5× 2.5cmの 方柱状の石材であつたものであるが、各面ともに非常によく使いこまれてお り、中ほど

は1.5cln四方にまで擦 り減つている。方柱の 4面 ともに鉄錆が一面に付着 している。
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図15 刀子柄部装着想定図
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図16 砥 石
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3。 その他の出土遺物

石鏃 (76)調査区南東端で採集された縄文系の石鏃が 1

点ある。サヌカイト製の凹基無茎鏃で、長さ 。最大幅ともに

1.6cmの小型品である。脚部を僅かに欠くが、現況で重量0.6g

を量る。
〆申▲

076

0            2cm

ー

(S=1:1)

図18 石 鏃

遺物観察表 ・計測値一覧表

出土遺物のうち、土器類・鉄鏃について観察および計測値一覧表を作成した。番号は本文中の通し

番号に対応している。なお、観察表の各項目においては、以下のような略記を使用している。

法量欄 ( ):推定復元値

調整欄 天―天丼部、つ一つまみ、必―高杯杯部、底―底部、不底―高杯底部、脚―高杯脚部、回

一口縁部、体一体部

胎土欄 細砂粒-l mln以 下の石英・長石、砂粒 -1～ 211m程度の石央 。長石

表 2 墳丘出土須恵器観察表

表 1 主体部撹乱坑出土土器観察表

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文

調   整 調
生
成

色
胎
焼

備  考

外   面 内   面

1

土師器 口 径 (80)
器 高 90
体部径 107

体部中位が張り、球形を呈す。国縁は

短く、外方に開く。
oナデ(?)

④ハケロ4本たm
ナ デ

橙 色
細砂粒含む

良 好

口縁部大幅に

欠損。

志

身

須

イ

径

高

国

残

口縁部はやや内傾し、内端に明瞭な段
がつく。受部三角に尖る。底部九みが
強い。

oヨ ヨナデ

①回転ヘラケズリ跡
ヨヨナデ

灰 色

砂粒少畳含む

良 好

番号 器種 法量 (cm) 形 態・ 施 文

調   整 調
生
成

色
胎
焼

備  考

外  面 内  面

3 高杯蓋

口 径 (123)

器 高 45
つまみ径 30

口縁部内端は鈍いイえ
タト面積イま低く,tし ち
つまみは上面がわず力ヽこ窪む。

○ヨコナデ
○回転ヘラケズリ1/2

◎ロヨヨナデ
ヨコナデ 灰 色

砂粒含む

口径は長軸、
短軸の平均
値。

4 高杯蓋

口 径 (130)

器 高 54
つまみ径 28

口縁部内端はftいイえ
外面積は低く鈍い。
つまみは上面がわず力ヽ こ窪む。

◎フヨヨナデ
○回転ヘラケズリ
◎ヨコナデ

ヨコナデ む

色

合

好

粒

灰

砂

良

天丼部に重ね
焼痕有り。

高郭蓋

口 径 119

器 高 54
つまみ径 34

口縁部やや開く。国縁部内瑞は9Ⅲ 千ヽ苑
外面積は低く鈍い。
つまみは上面がわず力ヽこ窪む。

◎ヨコナデ
○回転ヘラケズリ1/2

Θヨコナデ
ヨコナデ

青灰色
砂粒含む

良 好

ほぽ完形。

天丼部 に焼 き

痕有 り。

高郭蓋
口 径(124)

残 高 46
口縁部内端は1屯い稜。
外面債は鈍く九みをもつ。

○回転ヘラケズリ2/3
Θヨヨナデ

ヨコナデ
濃灰色

砂粒含む

良 好
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。施 文

調 整 調
生
成

色
胎
焼

備  考

外  面 内  面

7 高杯蓋
径
高

口
残

口縁部内端凹状の明瞭な段。
外面積は低く鈍い。

o回転ヘラケズリ1/3

Θヨコナデ
ヨコナデ む含

色

粒

好

砂

灰

細

良

天丼部に重ね
焼き痕有り。

‐

8 郭蓋
口

残
径 (116)

高 41
口縁部内端凹状の明瞭な段。
外面積は低く鈍い。

o回転ヘラケズリ
Θヨコナデ

ヨヨナデ
灰 色

砂粒含む

良 好

9 杯蓋
径
高

口
残

口縁部内端凹状の明瞭な段。
外面積は低くftい。

o回 転ヘラケズリ
◎ヨコナデ

ヨヨナデ む
色
含
好

粒
灰
砂
良

9と 同一固体か

郭蓋
口

残
径(116)

高 29
口縁部内端凹状の明瞭な段。
外面積は低く鈍い。

ヨヨナデ ヨコナデ 細 片

杯読 残 高 29 口縁部内端は鈍い段がつく
外面の稜は低い。 Θ ヨヨナデ Θヨコナデ む

色
含
好

粒
灰
砂
良

高杯

口 径(108)

器 高 80
脚裾径 86

口縁内端面に段をつける。
脚部3方向に透かし有り。
脚裾内湾し、稜はやや甘い。

Θヨヨナデ
①回転ヘラケズリ1/5

⑩ヨコナデ

⑤ヨコナデ
⑩ヨヨナデ

む
色
含
好

粒
灰
砂
良

高杯

径
高
高

口
杯
残

口縁部内傾し、内端面段をつける。
受部細 く引き出す。脚部3方向に透
かし。

Θヨヨナデ
o回転ヘラケズリ1/5

⑩ヨヨナデ

デ

デ

ナ

ナ

コ
　
コ

④
⑩

む

色

含

好

粒

灰

砂

良

イ身

口 径(106)
受部径(13.6)

残 高 46

口縁部内傾し、内端に凹線状の段が
つく。受音μま膨らみをもち先細る。 oヨ ヨナデ

⑧回転ヘラケズリ1/2
ヨヨナデ

灰 色
細砂粒含む

良 好

高杯 残 高 36 3方向に透かし有り
⑮回転ヘラケズリ
⑩ヨヨナデ

①ヨコナデ
⑩ヨヨナデ

灰 色
細砂粒含む

良 好

高郭 残 高 4■ 3方向に透かし有り
〇回転ヘラケズリ
⑩ヨヨナデ

①ヨヨナデ
⑩ヨヨナデ

灰  色

細砂粒含 む

良 好

高杯 残 高 4.0 3方向に透かし有り ⑥回転ヘラケズリ
⑩ヨヨナデ

デ

デ

ナ

ナ

コ
　
コ

①
⑩

灰 色

細砂粒含む

良 好

高杯
脚裾径(104)

残 高 37
3方向に透かし有り。脚裾は内湾し、
稜は鋭い。

ヨヨナデ ヨコナデ
灰 色

細砂粒含 む

良 好

高杯
径
高

裾脚
残

3方向に透かし有り。脚裾は内湾し、
稜は鋭い。

ヨヨナデ ヨヨナデ む
色
含
好

粒
灰
砂
良

高杯
径
高

裾脚
残

透かし有り。裾近くに低い段カウ く
脚裾は内湾し、稜は鋭い。

ヨコナデ ヨコナデ
灰 色

細砂粒含 む

良 好

細 片

高郭
径
高

裾脚
残

透かし有り。脚裾は円湾し、稜はや
や九みをもち、稜下に凹線が巡る。
肩部に最大限をもつ。

ヨコナデ ヨコナデ む含量
色
少
好

粒
灰
砂
良

細片

一亜
体部径(12.6)

残 高 52
口縁開き凹線と波状紋を巡らす。 ヨコナデ ヨヨナデ

黒灰色

砂粒少量含 む

良 好

一霊 残 高 44 口縁外反。内端は四状に段をつける。 ヨコナデ ヨヨナデ
灰 色
砂粒少量含む

良 好
細片

壷 口 径(116)

外面に断面三角の突帯を付す。
ヨコナデ ヨコナデ

青灰色
砂粒多く含む
良 好
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表 3 石室出土鉄鏃計測値一覧 (  )は 現存値 単位はcm

番号 種  類 全  長 身部長 身部幅 箆被部長 茎部長 逆刺長 重  量 備  考

25 両刃片逆刺

26 両刃片逆刺 (137)

両刃片逆刺 (23) 欠損 被部以下欠損

両刃片逆刺 (33) 欠損 被部以下欠損

両刃片逆刺 (141) (25) (15)

両刀片逆刺 150

31 両刃片逆刺 (13.4) (22)

両刃片逆刺 (125) (12)

両刃片逆刺 (128) 欠損 (21)

片 逆 刺 欠損 欠損 (不 明 ) 身部欠損

両刃片逆刺 (7.1) 欠損 箆被部以下欠損

両刃片逆刺 欠損 箆被部以下欠損

両刃片逆刺 (63) 欠損 _FB被 部以下欠損

不 明 (5.2) 欠損 欠損 欠損 (52) 欠損 ≧部のみ

両刃片逆刺 欠損 欠損 欠損 (39) 欠損 茎部のみ

不    明 欠損 欠損 欠損 (30) 欠損 茎部 のみ

不   明 (121) 欠損 欠損 (64) (2,7) 欠損
2個体銹着

aは 身部欠損
b 両刃片逆刺 (146) (29)

両刃片逆刺 (6.2) 欠損
2個体銹着

bは 身部欠損
b 不   明 (10.6) 欠損 欠損 (70) (3.6) 欠損

不   明 欠損 欠損 欠損 欠損

3個体銹着

a、 cは箆被部のみ
b 両刃片逆刺 (135) 欠損

不   明 欠損 欠損 (30) 欠損 欠損
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Ⅳ まとめ

古墳の年代

桧山峠 7号墳の年代を決定するにあたっては、推定 くびれ部出土の須恵器の一群と、主体部撹乱

坑出上の須恵器・土師器が有効な材料となる。前者の出土状況は破砕された状況ではあるが、地山

直上で、その一部のものは盛土にパックされた状態での出土であり、原位置を大きくは損なってい

ないものと判断され、この古墳に伴うものであることは確実である。後者は撹乱中の出土とはいえ、

その出土位置、さらに特に須恵器lTNの 型式学的な見地からいっても前者と大きな皿齢をきたすよう

なものではない。そこで、これらの須恵器を検討すると、杯 。高杯の蓋においては口径11.4cmか ら

12 4cm、 天丼部と日縁部の境にさほど突出しない稜を有 し、日端部は内狽Jに 傾斜 した中窪みの面を持

つ。身は96か ら10 8cmの 口径で、高不はすべて三方透かしの短脚である。蓋・身ともに天丼部や底

部の回転ヘラ削 りはそれぞれの部位の 2/3程度の範囲に施される。これらの特徴から判断すると、

出土須恵器は田辺編年のTK-47型式の範疇に属するものであり、 5世紀後半～末の年代を与えるこ

とができよう。

2.道 後 平 野 にお け る同年代 の古 墳 との比 較

ここで道後平野での同年代 (TK-23～TK-47)の古墳を拾ってみると、東野町東野お茶屋台古墳

群の数基の円墳、石風呂町鶴が峠古墳群中の円墳 L区 1～ 3号墳、船ケ谷町三ツ石古墳、同町にあつ

て前方後円墳の可能性が指摘されている向山古墳 (全長不詳、後円部直径26m、 くびれ部幅12m)、

畑寺町竹ケ谷古墳群などがあげられる。しかしながら、これらの古墳はいずれもが削平され、主体部

の構造がほとんど知られていない。このうち、東野お茶屋台 3号墳は28m× 15mの 墓娠中央部にさ

らに22m× 08mの掘 り込みを持つ二段墓墳を持ち、墓娠底には礫敷きがあったと報告され、箱式石

棺あるいは土娠墓を推定されているが、組み合わせ式木棺、また仮に粘土床のようなものがあったと

すれば短小な今」り抜き式木棺の可能性 もある。そのほか、ある程度主体部が残存 している例として、

東石井町東山古墳群中の 9号墳が挙げられる。周溝を持つ直径10～ 12mの 円墳で、周溝内より多数の

遺物を出上 している。隣接する複数の古

墳の遺物 と混治状態であるが、この古墳

に伴うものはTK-23～ TK-47段 階の須恵

器群や非陶邑系須恵器の高杯や壺である

と考えられる。主体部は基底石の一部を

残すのみであったが、幅07～ 0.8m、 長さ

は1,7m分が遺存 している。盛土と墓娠掘

り方 との関係は明確ではないが、地山よ

り03～ 04m上方の盛土を床面 としてお

り、少なくとも盛土中に主体部が構築さ

れていることがわかる。

特   ` 横 蜘 ェ

井11! ■, ■
写真 7 東山 9号墳主体部
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上記のほか、未報告の比較的良好な竪穴式石室の例として鶴が峠古墳群 」区 1号墳がある。残念な

がら確たる年代は不詳であるが、同丘陵上の数基の円墳 (周溝のみ遺存)がこの時期に属 しており、

当墳 も同時期の円墳である可能性が高い。天丼、北小日壁のすべて、また東側壁の一部を失っている

が基底石の抜 き取 り痕が確認されている。規模は、長さ24m、 幅0.7m、 高さ0.65mで 副葬遺物は刀

子 1点のみで、桧山峠 7号墳 と同様、小口壁直近の位置で長軸に直交 して置かれていた。床面には棺

台と考えられる厚さ10cm以下の扁平な河原石が長さ2mの範囲の石室幅一杯 (現況で4箇所、計 6個 )

に配置されており、鉄釘が 1点出土 している。このことから、埋葬棺として釘使用の組み合わせ式木

棺が用いられていたものと考えられる。ちなみに道後平野の例ではないが、このような竪穴式石室と

棺台石の組み合わせは、新居浜市金子の金子山古墳や北条市上難波の上難波南10号墳などにみられて

いる。この 1号墳の構築は地山をある程度整形 した後、盛土によつて主体部周辺に平坦面を造成 し、

この面上に封土の積み上げと同時進行で石室を構築している。

以上、さほど良好な例は少ないが、道後平野における比較資料を挙げた。まず、墳形には円形と前

方後円形があり、円墳にはすべて周溝が伴う。前方後円墳の船ケ谷町向山古墳には周溝がなく、この

点で同じく前方後円墳 と判断した当墳と共通している。墳

丘に埴輪を伴わないのは東石井町東山 9号墳 と当墳のみ

で、その他には伴っている。このうち、石風呂町鶴が峠L

区 1～ 3号墳、向山古墳は形象埴輪を含んでいる。主体部

の構造がわかっているもののうち、詳細が曖味な東野町東

野お茶屋台 3号墳を除けば、当墳を含めた 3例が竪穴式石

室である。石室規模のうち3基すべてでわかっているのは

その幅で07m～ 08mと 近似 した値を示 している。当墳の

長さは21m超 ということしかわかっていないが、鶴が峠」

区 1号墳の長さ2.4mや先述の金子山古墳の2.83m、 上難波

南10号墳の2.35mを 参考にすれば、3m以内の2.5mを前後

する規模になるのではないかと推測する。石室は道後平野

の 3基 ともに地山を掘 り込んだ墓媛に構築されるのではな

く、盛土内に構築されることで共通 しているが、当墳のよ

うに盛土を掘削した墓渡内に築造されるパターンと、鶴が

峠」区 1号墳のように墳丘の積み上げと同

時進行で築造されるパターンのふたつの構

築法があることがわかる。

棺については現在のところ、鶴が峠」区

1号墳の釘使用組み合わせ式木棺の例 しか

わかっていない。当墳の石室床面はフラッ

トで、構台のような施設も木棺痕跡や鉄釘

も検出されていない。このことから、棺を

用いない埋葬も推定できるが、近年の調査

で 6世紀中～後半の例ではあるが、横穴式

石室内での鉄製緊結具不使用の組み合わせ

写真 8 鶴が峠」区 1号墳主体吉[(1)

写真 9 鶴が峠」区 1号墳主体部 (2)
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園
□
□

100m以上

50～ 100m

50m以下
破線は5m

1鶴 ヶ峠」区l号墳
2船 ヶ谷向山古墳
3船 ヶ谷ニツ石古墳
4斉院茶臼山古墳

5溝辺 1号墳
6東野お茶屋台古墳群
7畑寺竹ヶ谷古墳群
8三島神社古墳

9東山 9号墳
10桧 山峠 7号墳
11観音山古墳
12葉佐池古墳

図19 道後平野における5世紀末から6世紀前半代の主要古墳分布

式木構や板上埋葬の例が知られており、ただちに木棺不使用とばかりはいいきれないところがある。

3.成 果 と課題

桧山峠 7号墳の存在は、従来の分布調査で確認されてはいたものの、墳形・規模・主体部の構造等

は全く把握されていなかったが、今回の調査によって小型の前方後円墳の可能性が高く、竪穴式石室

を主体部とする5世紀末に近い時期の古墳であることがわかった。また、部分的な墳丘の遺存状況に

もかかわらず、石室と墓娠・墳丘との関係が明確に把握できたのは大きな成果といえよう。

また、本調査によって、道後平野における古墳の主体部への横穴式石室の採用が 5世紀末段階まで

は遡らない可能性が高くなった。MT-15の斎院茶臼山古墳、溝辺 1号墳や三島神社古墳にみられる

ように、 6世紀初頭～前半段階には確実に横穴式石室が採用されており、横穴式石室の導入時期が本

-28-



調査によってさらに細かくしばられる結果となったことも評価 されてよい。

このような意義は意義として、残された課題 もい くつかある。まず、この古墳が前方後円墳である

とするならば、ある程度の首長クラスの墓であることは間違いなかろう。しかしながら、その規模・

副葬品からすると、例えば三島神社古墳や観音山古墳のような突出した首長クラスのものではない。

現在、伊予市域まで含む道後平野で、 5～ 6世紀の前方後円墳 として認定されている古墳は10基 あま

りあり、そのすべてが盟主的な首長の墓とされる。前方後円形 という墳形が、本古墳のようなクラス

の墓にまで採用されているとするならば、未確認の中小の前方後円墳が少なからず存在 しているもの

と考えられ、前方後円形 という墳形の持つ意味については多元的な評価や解釈が求められることにな

ってこよう。

また、道後平野では 6世紀後半まで埴輪を持つ古墳が存在するが、この時期のこのクラスの墓とし

て埴輪を持たないことも注目される。この意味については、現段階ではあきらかにし難いが、東方

2.5kmの 6世紀中葉の前方後円墳 (全長50m超 )、 乗佐池古墳 も同様に埴輪を持っておらず、埴輪によ

る祭祀の有無が必ず しも被葬者の階層性を反映するものではないとするならば、このことには小地域

内での地域性、あるいは被葬者の出自といったことにかかわる何 らかの意味があるのかもしれない。

今後の周辺地域での類例を待ちたい。
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調査前全景 (南東より)

カットされた墳丘の現況 (西 より)
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墳丘カッ ト面の精査状況 (1)(南東より)

墳丘カット面の精査状況 (2)(西 より)



図
版
　
３

主体部上面石材露出状況 (北 より)

主体部撹乱坑の検出 (東 より)
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墳丘須恵器出上状況 (1)
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堅穴式石室の検出 (北東より)
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石室小口壁吉Б遺物出土状況 (2)(南東より)
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後円部墳丘と石室 (南西より)
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石室完掘状況 (3)(北西より)
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完掘された墳丘全景 (1)(西 より)
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墳丘出土遺物 (1)
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石室出土砥石・馬具
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石室出土刀子
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